
・千葉県の人口は、今後減少していくことが見込まれている。
・女性は出産・子育て期にいったん職場を離れる傾向がある。
・男性も女性も仕事と家庭生活の両立など、バランスのとれたライ
フスタイルを希望しているが、理想と現実のギャップがある。
これらのことから、企業等におけるワークライフバランスへの理解

促進や職場環境の整備等により、男女ともに自らの意欲・能力に
応じて活躍できる社会づくりを進める必要がある。

地域の実情と課題

【千葉県男女共同参画推進連携会議 女性活躍推進特別部会】
・千葉県（男女共同参画課・雇用労働課）
・千葉労働局 ・市長会 ・町村会 ・経済産業団体１２団体

連携団体

・シンポジウムの参加者アンケートの結果から、男性が家庭で家
事・子育てを５割以上行っている割合は、全体の１割ほどに留まっ
ている。これは、男性も家事・子育てにより関わっていけるような社
会の制度や意識が不十分な部分があることや、家事・子育てに対
する男女の考え方の違いがあることなどが考えられる。そこで、シ
ンポジウムのテーマとして「家事ギャップ解消」などについても考え
ていく必要がある。

今後の課題

・シンポジウムの開催に当たっては、著名な男性講師による講演と、
育児休業を取得した男性と人事部門の管理職によるパネルディス
カッションという構成にすることで、男性の家事・子育てへの理解が
深まるきっかけとなるようにした。

女性活躍推進・男女共同参画学習研修事業【千葉県】

【目的】 本県における男女共同参画及び女性活躍を推進するた
め、県民意識の醸成や人材の養成を図る各種講座や、大学や地
域団体との連携による、社会経済情勢に対応した講座及びシンポ
ジウムを開催するとともに、発信力強化を図る。
【目標】
（１）各事業参加者合計人数（講座240人以上、シンポジウム183人以上）
（２）各事業参加者満足度（講座80％以上）・意識の変化（シンポジウム60％以上）

目的・目標

・シンポジウムでは、男性の参加者が２／３以上、20～40代の子育
て世代が半数以上を占めた。また、参加者の約６割が「参加して意
識が変わった」と回答するなど、男性の家事・子育てへの理解がよ
り深まるきっかけとなった。

事業の特徴

事業の効果



事業の概要

男性の仕事・子育て両立支援シンポジウムの開催（１０月２８日）

千葉県と千葉県男女共同参画推進連携会議では、これまで取組の遅れていた「男性の仕事・子育て両立支援」をテーマに、構成団体
の他、広く一般県民も参加できるシンポジウムを共催で開催した。シンポジウムには１６２名が参加し、女性とともに家庭をつくるパートナ
ーである男性の家庭・子育てへの意識改革や、仕事と家庭の両立等について考えた。

①主催 千葉県男女共同参画推進連携会議、千葉県
②会場 三井ガーデンホテル千葉 ３階 平安東
③内容 第１部 講演「蝶野流！仕事・子育てモチベーションアップ術

～男性が仕事と子育ての両立を図るために～」
＜講師＞ 蝶野 正洋 氏

（プロレスラー・アリストトリスト㈲代表取締役）

第２部 パネルディスカッション「男性の家事・子育てへの参画、
育児休業の取得促進に向けて」

＜コーディネーター＞
林 康博 氏（三和総業㈱取締役会長）

＜パネリスト＞
堀越麻季代氏（ちばぎん証券㈱人事部人材育成課課長）
内山 友希 氏（ちばぎん証券㈱営業統括部課長代理）
宮下 絢 氏 （ｱｼｻﾞﾜ･ﾌｧｲﾝﾃｯｸ㈱人事総務課課長代理）
山田 敏宏 氏（ｱｼｻﾞﾜ･ﾌｧｲﾝﾃｯｸ㈱設計課課長代理）

男性の仕事・子育て両立支援パンフレットの作成・配布（３月）

男性の仕事・子育て両立支援シンポ
ジウムの成果を、広く県内で活用する
ため、結果等を取りまとめた「男性の
仕事・子育て両立支援パンフレット」を
15,000部作成し、千葉県男女共同参画
推進連携会議に所属している団体を
はじめ、県内市町村、図書館、公民館、
大学・専門学校等に配布した。

千葉県男女共同参画推進連携会議 女性活躍推進特別部会



地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

男女共同参画センター学習研修事業【千葉県】

目的・目標

事業の特徴

・千葉県の人口は、今後減少していくことが見込まれている。
・女性は出産・子育て期にいったん職場を離れる傾向がある（M字
カーブ）。

・男性も女性も仕事と家庭生活など、バランスのとれたライフスタイ
ルを希望しているが、理想と現実のギャップがある。

これらのことから、企業等におけるワークライフバランスへの理解
促進や職場環境の整備等により、男女ともに自らの意欲・能力に応
じて活躍できる社会づくりを進める必要がある。

あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり
事業目標：各事業参加者数合計 140人以上

各事業参加者満足度 80％以上

男女共同参画を推進するため、県民意識の醸成や人材の養成を図る
ための各種講座のほか、大学や地域団体との連携により専門性・先
進性の高い、社会経済情勢に対応した講座を開催するとともに、発信
力強化を図る。

「女性が働くこと」に焦点を当て、女性がなんらかの形（就労・就農・起
業など）で働くことを模索し、実際に働くことにだとり着くまでの支援を
する講座とする。

就労支援講座・・・ハローワークちば
就農支援講座・・・千葉県農業会議
起業支援講座・・・日本政策金融公庫
大学との連携セミナー・・・和洋女子大学、千葉商科大学
地域団体との連携セミナー・・・千葉県医師会、千葉商工会議所

千葉県中小企業家同友会
千葉市男女共同参画センター

女性就業率の増加が図られるとともに、今後のロールモデルを育成
し、女性活躍の促進が図られる。
男女共同参画センター事業への活用も検討する。

アンケート結果の確認を通して、更なる県民ニーズの分析・把握に
努めるとともに、継続して当センターの周知を行い、より多くの参加
者を募る。

目標

実績
あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり
事業実績：各事業参加者数合計 426人

各事業参加者満足度 80％（平均）

あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり
事業目標：各事業参加者数合計 140人以上

各事業参加者満足度 80％以上

目標



「私の中の働き方改革（基調）講座～もうひと花咲かせ隊～」を開催（６月３０日）
「女性が働くこと」をテーマに、講演会を開催した。
講演会終了後に、希望者に対して面接相談を実施した。（相談員はハローワーク職員）

（１）主 催 千葉県
（２）会 場 千葉県男女共同参画センター大会議室
（３）内 容 第１部 講演 「何もないところからの働き方改革」

＜講師＞ 岡谷佳代氏（株式会社平笑 代表取締役）

第２部 講演 「生涯現役の楽しさ」
＜講師＞ 小野久美子氏（オフィスＡＱＵＡ代表）

第３部 個別相談（希望者のみ）
＜講師＞ ハローワークちば職員

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（12,000部発行）

開催結果



「女性のための就労支援講座～もうひと花咲かせ隊～」を開催（７月４日、１１日、１８日）
就職活動や子育てをしながら働いている方を講師とした講演会を開催。
また、企業の採用担当者を講師とした、企業が欲しい人材などに関する説明会を開催した。
講演会終了後に、希望者に対して面接相談を実施した。（相談員はハローワーク職員）

（１）主 催 千葉県・ハローワークちば
（２）会 場 千葉県男女共同参画センター大会議室
（３）内 容 第１回 ７月４日（水）

講演 「就職活動のあれこれ」
＜講師＞ ハローワークちば職員

第２回 ７月１１日（水）
説明会 「企業について学んでみよう」
＜講師＞ アシザワ・ファインテック株式会社 採用担当

千葉トヨペット株式会社 採用担当
株式会社オランダ家 採用担当

第３部 ７月１８日（水）
説明会 「就職の準備をしてみよう」
＜講師＞ ハローワークちば職員

※いずれも個別相談を実施。（希望者のみ）
＜講師＞ ハローワークちば職員

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（12,000部発行）

開催結果



「女性のための農業入門講座～もうひと花咲かせ隊～」を開催（７月２７日）
農業関係で働くことを考えている女性を対象とした講座を開催した。
千葉県立農業大学校の農場見学とブルーベリーの収穫体験を行った。

（１）主 催 千葉県・千葉県農業会議
（２）会 場 千葉県立農業大学校
（３）内 容 第１部 座学講義

＜講師＞ 越川幸芳氏（一般社団法人千葉県農業会議）

第２部 農場見学及び収穫体験

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（12,000部発行）

開催結果



「女性のための起業支援講座～もうひと花咲かせ隊～
カフェをやってみたい」を開催（８月２５日・９月１日）

カフェで起業を考えている方を対象に講座を開催。
先輩起業家から経験談を話していただくとともに、コーヒーのドリップ実習を行った。

（１）主 催 千葉県・日本政策金融公庫
（２）会 場 Ｍｏｍ’S Kitchen ＣＡＮ ＮＯＷ
（３）内 容 第１回 「先輩起業家の経験談」

＜講師＞ 岡谷佳代氏（株式会社平笑代表取締役）
「起業の基本的な流れ」
＜講師＞ 日本政策金融公庫 南関東創業支援センター所長

第２回 「コーヒーの簡単知識講座」
＜講師＞ 鈴木昭夫氏（東京中目黒カフェ専門学校「カフェズ・キッチン」コーヒー講師）
「実 習」
＜講師＞ 鈴木昭夫氏（同上）

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（12,000部発行）

開催結果



「女性のための起業支援講座～もうひと花咲かせ隊～
サロン・教室を開きたい」を開催（９月８日）

サロン・教室で起業を考えている方を対象に講座を開催。
先輩起業家から経験談を話していただくとともに質疑応答を行った。

（１）主 催 千葉県・日本政策金融公庫
（２）会 場 癒しサロンあんべりーる。
（３）内 容 「先輩起業家の経験談」

＜講師＞ 岡谷佳代氏（株式会社平笑代表取締役）
「起業の基本的な流れ」
＜講師＞ 日本政策金融公庫 南関東創業支援センター所長

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（12,000部発行）

開催結果



「５０代、６０代、７０代、８０代からの
女性のための起業支援講座～もうひと花咲かせ隊～」を開催（９月１５日）
５０代～８０代で起業を考えている方を対象に、起業をする際に必要な知識や、

「企業のイメージカラーを見つけるヒント」について講座を開催した。

（１）主 催 千葉県・日本政策金融公庫
（２）会 場 千葉県男女共同参画センター 大会議室
（３）内 容 第１部 「起業に関する知識」

＜講師＞ 日本政策金融公庫 南関東創業支援センター所長

第２部 「企業のイメージカラーを見つけるヒント」
＜講師＞ 岩井ますみ氏（カラーコーディネーター）

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（12,000部発行）

開催結果



「夏休み! 親子で学ぼう!! 野菜不足解消講座」を開催（７月２１日）
食に関する知識について講座を実施した。
講座終了後は、参加者同士によるグループワークを行った。

（１）主 催 千葉県・和洋女子大学
（２）会 場 和洋女子大学 西館３階 ３－１教室
（３）内 容 第１部 講義

＜講師＞ 藤澤由美子氏（和洋女子大学家政学部健康栄養学科教授）

第２部 グループワーク
１日に必要な野菜の量、献立についてのグループワーク

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（12,000部発行）

開催結果



「女性起業支援講座
初めの一歩を学ぼう！ホームページ作成講座」を開催（９月２２日）
既に起業をしている女性、起業に興味がある女性を対象として、マーケティングのための

ホームページ作成方法に関する講座を開催した。

（１）主 催 千葉県・千葉商科大学
（２）会 場 千葉商科大学 ３号館２階 第４コンピューター実習室
（３）内 容 第１部 講義 「マーケティングとしての尖ったホームページ」

＜講師＞ 秋田舞美氏（千葉商科大学大学院客員講師）

第２部 実習 「ホームページ作成から公開までの流れを学ぼう！」
＜講師＞ 濱野和人氏（千葉商科大学商経学部・人間社会学部客員講師）

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（12,000部発行）

開催結果



「終活と医療を考える 人生の最期の時間をどう生きるか」を開催（１２月１５日）
自分らしい人生を終えるための「意思表示」のあり方、それに繋がる医療やケアの受け方

に関する講座を開催した。

（１）主 催 千葉県・千葉県医師会
（２）会 場 千葉県医師会館 ３階会議室
（３）内 容 第１部 講義

＜講師＞ 海村孝子氏（千葉県医師会理事）

第２部 個別相談会・お話し会（認知症・在宅医療）
＜講師＞ 金江清氏（千葉県医師会副会長）

志賀元氏（千葉県医師会理事）
松岡かおり氏（千葉県医師会理事）
細井尚人氏（千葉県医師会理事）
和田浩明氏（千葉市医師会在宅医療担当理事）

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（12,000部発行）

開催結果



「あなたの職場が選ばれる会社であるために必要なこと
～人手不足・収益アップの処方箋ダイバーシティ～」を開催（２月１４日）
選ばれる会社づくり、人材マネジメントはどのようにして行えば良いのか、経営者・企業等の

管理職を対象とした講座を開催した。

（１）主 催 千葉県・千葉県中小企業家同友会・千葉商工会議所・千葉市男女共同参画センター
（２）会 場 千葉商工会議所 １２階研修室Ａ
（３）内 容 第１部 講演 「人手不足・収益アップの処方箋ダイバーシティ

～選ばれる会社づくり、生産性のマネジメント手法など～」
＜講師＞ 油井文江氏（一般社団法人日本ダイバーシティ・マネジメント推進機構）

第２部 講演 「ピンチをチャンスに、ダイバーシティ経営でＶ字回復」
＜講師＞ 芦澤直太郎氏（アシザワファインテック株式会社代表取締役社長）

第３部 講演 「新卒採用から障害者雇用まで、ダイバーシティ経営を目指して」
＜講師＞ 箕輪晃氏（株式会社協同工芸社代表取締役社長）

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（12,000部発行）

開催結果


	12千葉県【連携会議】ー
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	12千葉県【男女センター】
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11


